
令 和 ８ 年 度  第 ２ 回  柏 市 上 下 水 道 事 業 運 営 審 議 会  

 

１  開 催 日 時  

  令 和 ８ 年 ７ 月 ３ ０ 日 （ 木 ） 午 後 ３ 時 か ら 午 後 ５ 時  

２  開 催 場 所  

柏 市 上 下 水 道 局 庁 舎  ４ 階  ４ ０ １ ・ ４ ０ ２ 会 議 室   

柏 市 千 代 田 １ 丁 目 ２ 番 ３ ２ 号  

３  出 席 者  

 ( 1 )  委 員  

落 合 委 員 ( 会 長 ) ， 谷 委 員 （ 副 会 長 ） ， 及 川 委 員 ， 左 野 委 員 ， 永 村

委 員 ， 秋 元 委 員 ， 荒 井 委 員 ， 石 井 委 員 ， 河 野 委 員 ， 坂 口 委 員 ， 佐

藤 （ 理 ） 委 員 ， 髙 橋 委 員  

( 2 )  事 務 局  

飯 田 上 下 水 道 事 業 管 理 者 ， 後 藤 理 事 ， 恒 岡 次 長 兼 総 務 課 長 ， 伊 藤

次 長 兼 給 排 水 課 長 ， 吉 田 経 営 企 画 課 長 ， 佐 藤 料 金 課 長 ， 岩 堀 水 道

工 務 課 長 ， 新 井 下 水 道 工 務 課 長 ， 公 野 施 設 管 理 課 長  ほ か  

４  議 題  

 ( 1 )  柏 市 公 共 下 水 道 事 業 受 益 者 負 担 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 の 制 定

に つ い て  

５  上 下 水 道 の 仕 組 み に つ い て  

 ( 1 )  水 道 の 仕 組 み  

 ( 2 )  下 水 道 の 仕 組 み  

 ( 3 )  水 の 官 民 連 携 （ ウ ォ ー タ ー Ｐ Ｐ Ｐ ）  

 ( 4 )  上 下 水 道 事 業 の 経 営 の 原 則  

６  報 告 事 項  

  上 下 水 道 だ よ り の 発 行 に つ い て  

７  議 事  

 次 第 ３  議 事  

 ( 1 )  柏 市 公 共 下 水 道 事 業 受 益 者 負 担 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 の 制 定

に つ い て  

質 疑 （ 石 井 委 員 ） ， 回 答 （ 事 務 局 ） 料 金 課  

Q .  前 回 の 説 明 で ， 相 続 に よ り 代 替 わ り を し た 際 に ， 当 初 の 負 担 金 に

対 す る 理 解 が 薄 れ る こ と や 売 買 に 伴 い 接 続 当 時 と 賦 課 時 点 の 所 有 者 が

異 な り 実 態 の 把 握 が 難 し く な る こ と ， 法 人 に お け る 経 費 の 計 上 年 度 が

煩 雑 に な る と い っ た 現 状 の 課 題 が あ げ ら れ た が ， そ の た め に 早 め に 分

担 金 を 支 払 っ て い た だ い た ほ う が よ い と 考 え た が ， 認 識 は あ っ て い る

か 。  

A .  お 見 込 み の と お り で あ る 。  



 

質 疑 （ 佐 藤 （ 弘 ） 委 員 （ 文 面 ） ） ， 回 答 （ 事 務 局 ） 下 水 道 工 務 課  

Q .  下 水 道 計 画 区 域 ・ 事 業 認 可 区 域 の 境 界 線 上 の 案 件 に つ い て こ の よ

う な 問 題 が あ る こ と ， 今 ま で 考 え た こ と も な く ， 大 変 勉 強 に な っ た 。

一 点 ， 気 に な っ た の が ， お 客 様 か ら お 金 を 頂 戴 す る 時 期 と 下 水 道 の 使

用 を 開 始 し て い た だ く 時 期 の 関 係 に つ い て で あ る 。 資 料 の ８ ペ ー ジ や

１ ５ ペ ー ジ だ と 接 続 工 事 と 供 用 開 始 の 時 期 に ず れ が あ る 。 「 接 続 工 事

を し た ら ， 下 水 は 下 水 管 に 入 っ て く る の で は ？ 」 と 思 う の だ が ， 供 用

開 始 は そ れ と は 別 の 時 期 に な る と い う 点 が よ く 分 か ら な い 。 条 例 改 正

後 は 下 水 道 へ の 接 続 を 工 事 を し た ら す ぐ に 分 担 金 を い た だ く の で ， 市

民 は 工 事 後 す ぐ に 下 水 道 に 下 水 を 流 す こ と が で き る よ う に な る と い う

理 解 で よ ろ し い か 。 あ る い は ， さ ら に 「 関 係 機 関 と の 調 整 ， 計 画 区 域

に 編 入 」 を 待 た な い と ， 下 水 を 下 水 道 に 流 す こ と が で き な い の か ？  

A .  柏 市 が 実 施 し た 下 水 道 工 事 に つ い て は ， 供 用 開 始 の 手 続 き ま で 遅

滞 な く 進 め て い る 。 一 方 ， 民 間 の 開 発 事 業 者 が 実 施 す る 工 事 は ， 市 の

関 係 機 関 を 経 て 工 事 の 許 可 を 得 て 行 っ て い る ケ ー ス も 多 数 あ る 。 民 間

事 業 者 が 整 備 す る 場 合 は ， 事 前 に 接 続 許 可 を 得 た う え で 下 水 道 の 切 り

替 え 工 事 を 実 施 し て い る 。  

 供 用 開 始 の 前 に 使 用 で き る の か と い う 点 に つ い て は ， 民 間 事 業 者 に

お い て は 許 可 を 得 て 事 前 に 市 の 確 認 を し て い る と い う こ と を 踏 ま え て ，

す ぐ に 使 え る よ う に な っ て い る の が 現 状 で あ る 。  

 供 用 開 始 の 手 続 き に つ い て は ， 開 発 の 許 可 の た び に 供 用 開 始 と な る

と 事 務 の 煩 雑 さ も あ る た め ， 柏 市 で は 関 係 機 関 と の 調 整 後 ， 法 と の 整

合 性 を 図 る た め に 年 4 回 ， 供 用 開 始 の 告 示 を 行 っ て い る 。  

 

 次 第 ４  上 下 水 道 の 仕 組 み に つ い て  

 ( 1 )  水 道 の 仕 組 み  

質 疑 （ 佐 藤 （ 理 ） 委 員 ） ， 回 答 （ 事 務 局 ） 施 設 管 理 課  

Q .  国 土 交 通 省 の 水 道 カ ル テ の 資 料 に よ る と ， 浄 水 施 設 の 耐 震 化 状 況

に つ い て ， 千 葉 県 の ほ と ん ど の 市 町 村 が 平 均 以 下 と い う こ と で あ る が ，

柏 市 の 状 況 は ど の よ う に な っ て い る か 。  

A .  柏 市 に は ５ か 所 の 水 源 地 が あ る 。 第 ４ 水 源 地 及 び 第 ６ 水 源 地 は 概

ね 耐 震 化 が 完 了 し て い る 。 第 ３ 水 源 地 は ， ろ 過 機 の 耐 震 化 が 未 了 の た

め ， 来 年 度 以 降 に 工 事 へ 着 手 す る 予 定 で あ る 。 第 ５ 水 源 地 は ， 北 千 葉

広 域 水 道 企 業 団 か ら 受 水 す る 浄 水 を 受 け る 受 水 槽 及 び 第 1 号 配 水 池 の

耐 震 化 が 未 了 で あ り ， 令 和 ７ 年 度 か ら 工 事 に 着 手 し ， ４ 年 間 で 完 了 す

る 予 定 で あ る 。 岩 井 水 源 地 は ， 不 要 と な る 配 水 池 の 耐 震 化 は 行 わ ず 撤

去 を 進 め て お り ， そ の 完 了 を も っ て 耐 震 化 が 完 了 す る 見 込 み で あ る 。  



 

質 疑 （ 石 井 委 員 ） ， 回 答 （ 事 務 局 ） 水 道 工 務 課  

Q .  管 の 洗 浄 作 業 の 資 料 に 洗 浄 し た 汚 れ の 写 真 が あ る が ， 管 の 洗 浄 作

業 は い つ 行 っ て い る の か 。  

A .  洗 浄 作 業 は ， こ れ ま で 濁 り 水 が 発 生 し た 地 域 や 古 い 住 宅 地 等 ， 特

定 の 地 域 を 選 定 し て ， 毎 年 ８ ０ k m 程 度 実 施 し て い る 。 水 道 管 は 長 年

の 使 用 に よ っ て 汚 れ や 錆 が 付 着 し 放 置 す る と 濁 り 水 が 起 き る た め ， 強

い 水 流 に よ っ て 道 路 の 側 溝 等 に 流 す よ う な 洗 浄 作 業 を 行 っ て い る 。  

 

質 疑 （ 坂 口 委 員 ） ， 回 答 （ 事 務 局 ） 給 排 水 課  

Q .  上 下 水 道 の 老 朽 化 の 説 明 が あ っ た が ， 敷 地 内 の 管 の 修 理 等 は 個 人

で 対 応 す る し か な い の か 。  

A .  個 人 宅 に 引 き 込 ま れ て い る 給 水 管 に つ い て ， 基 本 的 に は 所 有 者 の

資 産 で あ る た め ， 修 理 な ど は 所 有 者 に 行 っ て い た だ く 必 要 が あ る 。 但

し ， 鉛 管 は 個 人 資 産 で あ る が ， 上 下 水 道 局 と し て も ， 優 先 順 位 や 対 象

地 域 を 精 査 し な が ら 数 年 前 か ら 入 替 え を 進 め て い る 。 対 象 数 が 多 く ，

長 期 的 な 取 り 組 み と し て ， 計 画 的 に 順 次 進 め て い る と こ ろ で あ る 。  

 

 ( 2 )  下 水 道 の 仕 組 み  

質 疑 （ 石 井 委 員 ） ， 回 答 （ 事 務 局 ） 下 水 道 工 務 課  

Q .  八 潮 市 の 事 故 の 際 に 硫 化 水 素 が 問 題 に な っ て い た が ， 柏 市 の 工 事

等 で は ， ど の よ う な 状 況 に な っ て い る か 。  

A .  柏 市 の 下 水 道 で も 硫 化 水 素 が 多 い と こ ろ と 少 な い と こ ろ が あ る 。

特 に 直 径 が ２ ～ ３ ｍ あ る よ う な 県 の 流 域 下 水 道 は ， 硫 化 水 素 が 発 生 し

や す い と い わ れ て い る 。 ま た ， 柏 の 葉 キ ャ ン パ ス 駅 付 近 は 下 水 量 が 多

い た め 多 く 検 出 さ れ て い る 。 工 事 の 際 に は 硫 化 水 素 濃 度 等 を 測 定 し た

う え で 管 内 へ 進 入 し ， 安 全 対 策 を 取 り 工 事 を 行 っ て い る 。  

 

質 疑 （ 坂 口 委 員 ） ， 回 答 （ 事 務 局 ） 下 水 道 工 務 課  

Q .  上 下 水 道 の 老 朽 化 の 説 明 が あ っ た が ， 敷 地 内 の 管 の 修 理 等 は 個 人

で 対 応 す る し か な い の か 。  

A .  下 水 に つ い て ， 敷 地 内 の 排 水 管 は ， 所 有 者 の か た に 維 持 管 理 を 行

っ て い た だ く こ と と な る 。 官 民 境 界 に 設 置 さ れ た 公 共 汚 水 桝 か ら 道 路

側 の 公 共 下 水 道 施 設 に つ い て は 市 が 管 理 し て い る た め ， そ の 維 持 管 理

は 市 が 行 っ て い る 。  

 

 

 ( 3 )  水 の 官 民 連 携 （ ウ ォ ー タ ー Ｐ Ｐ Ｐ ）  



質 疑 （ 石 井 委 員 ） ， 回 答 （ 事 務 局 ） 経 営 企 画 課  

Q .  説 明 の 中 で ， 将 来 的 に 人 口 が 減 少 す る こ と を 踏 ま え ， 将 来 的 な 上

下 水 道 料 金 の 改 定 に つ い て 言 及 が あ っ た が ， 今 後 は ど の よ う な こ と か

ら 着 手 し て い く の か 。  

A .  上 下 水 道 料 金 の 改 定 が 必 要 と な っ た 場 合 に は ， 本 審 議 会 に お い て

ご 審 議 い た だ く こ と と な る が ， 今 年 度 中 は そ の 予 定 は な い 。  

  

質 疑 （ 落 合 会 長 ） ， 回 答 （ 事 務 局 ） 下 水 道 工 務 課  

Q .  ウ ォ ー タ ー P P P に つ い て は ， 導 入 に よ る 効 果 も 大 き い と 期 待 し て

い る た め ， ぜ ひ 進 め て い た だ き た い 。 柏 市 の 官 民 連 携 は ， 近 隣 自 治 体

の 中 で も 先 進 的 な 取 組 な の か 。  

A .  柏 市 の 上 下 水 道 一 体 型 に よ る 官 民 連 携 は ， 全 国 的 に も 珍 し い 取 組

と な っ て い る 。  

 

 ( 4 )  上 下 水 道 事 業 の 経 営 の 原 則  

質 疑 （ 髙 橋 委 員 ） ， 回 答 （ 事 務 局 ） 経 営 企 画 課  

Q .  平 成 １ ２ 年 度 以 降 ， 黒 字 経 営 が 続 い て い る と の こ と だ が ， 水 道 施

設 の 更 新 や 耐 震 化 に は 多 額 の 費 用 が 必 要 に な る と 思 う 。 そ の よ う な 中

で ， 今 回 ， 水 道 料 金 の 基 本 料 金 を 無 償 化 す る と の こ と だ が ， 事 業 運 営

へ の 影 響 は な い の か 。  

A .  今 夏 の 水 道 料 金 の 基 本 料 金 の 無 償 化 は ， 物 価 高 騰 の 影 響 を 受 け て

い る 市 民 や 事 業 者 へ の 支 援 を 目 的 と し て ， 国 の 交 付 金 を 活 用 し ， 柏 市

の 施 策 と し て 実 施 す る も の で あ る 。 そ の た め ， 水 道 事 業 と し て 新 た な

費 用 負 担 が 生 じ る も の で は な い 。  

 

質 疑 （ 河 野 委 員 ） ， 回 答 （ 事 務 局 ） 経 営 企 画 課  

Q .  水 道 料 金 の 基 本 料 金 の 無 償 化 は ， 国 が 実 施 し て い る 電 気 料 金 の 支

援 と 同 様 の も の か 。  

A .  水 道 料 金 の 基 本 料 金 の 無 償 化 は ， 国 の 物 価 高 騰 対 応 重 点 支 援 地 方

創 生 臨 時 交 付 金 を 活 用 し て 実 施 す る も の で あ り ， 財 源 は 電 気 料 金 の 支

援 と 同 様 で あ る 。 こ の 交 付 金 を 活 用 し た 支 援 は ， 全 国 の 自 治 体 に お い

て も ， そ れ ぞ れ の 形 で 実 施 さ れ て い る 。  

 

質 疑 （ 河 野 委 員 ） ， 回 答 （ 事 務 局 ） 経 営 企 画 課  

Q .  財 務 状 況 に つ い て 事 業 に 合 わ せ 新 規 借 り 入 れ を 行 っ て い る と あ る

が ， ど う い っ た と こ ろ か ら 借 り 入 れ て い る か 。  

A .  地 方 公 共 団 体 金 融 機 構 が 一 番 多 く ， そ の ほ か に は 財 務 省 や 市 中 銀

行 が 主 な 借 入 先 で あ る 。  



 

８  傍 聴  

  傍 聴 者 ２ 名  


